
1
S
A
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で

本
学
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
大
活
躍
!

1
月
Ⅱ
日
S
1
月
W
e
、
日
本
で
初
開
催
と

な
っ
た
国
際
的
な
研
会
「
1
S
A
(
一
=
豊
言
帋

0
-
m
ミ
ヨ
ー
)
ス
タ
デ
ィ
】
ツ
ァ
】
」
が
本

学
で
開
催
さ
れ
、
学
生
た
ち
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
た
。

1
S
A
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
は
、
ア
ジ
ア
・

環
太
平
洋
地
域

で
学
生
支
援
に

携
わ
る
教
職
員

が
参
加
し
、
今

回
は
「
キ
ャ
ン
パ

ス
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
学
生
支

援
」
を
テ
ー
マ

に
、
講
演
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

事
例
発
表
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
っ
た
。

学
生
支
援
セ

ン
タ
】
の
ハ
ム
募

で
集
ま
っ
た
認
人
の
学
生
は
、
す
べ
て
英
語
で

行
わ
れ
た
開
会
式
、
閉
会
式
、
講
演
会
、
ウ
エ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
フ
エ
ア
ウ
エ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

の
司
会
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ァ
ー
の
案
内
役
、
通

訳
、
会
場
設
営
、
宿
泊
施
設
(
継
志
館
)
内
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
を

担
っ
た
。
開
催
日
ま
で
の
準
備
期
問
が
極
め
て

短
い
中
で
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム
は
京
都
市

内
に
あ
る
英
語
対
応
が
可
能
な
飲
食
店
の
紹

介
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
本
学
の
今
出
川
キ
ャ
ン

ス

N

ユ二

パ
ス
と
京
都
大
学
で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ァ
ー
、

相
国
寺
(
特
別
拝
観
)
の
案
内
な
ど
の
た
め
に
、

様
々
な
資
料
を
英
文
化
し
、
英
語
で
説
明
す
る

た
め
に
精
力
的
に
練
習
を
し
た
。
ま
た
研
修
会

へ
の
参
加
や
、
各
チ
ー
ム
で
自
主
的
に
勉
強
会

(
英
会
話
カ
ア
ッ
プ
な
ど
)
を
開
く
な
ど
熱
心
に

活
動
を
展
開
し
た
。

1
S
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
般
を
通
じ
て
、
本
学

学
生
の
基
本
的
な
ス
キ
ル
(
英
語
力
を
含
め
た

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
総
ム
ロ
的
人
問
力

な
ど
)
が
非
常
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
実
感
し
た
。
特
に
京
都
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ァ
ー
で
は
、
事
前
準
備
が
で
き
な
い
質
疑
応

答
で
も
即
時
に
通
訳
し
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
海
外

か
ら
の
参
加
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ

ナ
こ
0海

外
か
ら
の
参
加
者
を
大
勢
迎
え
た
今
回
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
無
事
に
成
功
し
た
大
き
な

要
因
の
ひ
と
つ
に
、
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
優
秀
な

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
が
あ
っ
た
と
い
ぇ
る

来
年
8
月
に
は
、
世
界
か
ら
さ
ら
に
多
く
の

参
加
者
を
迎
え
て
「
A
P
S
S
A
2
0
1
4
旨

京
都
」
が
本
学
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
O
A
P
S
S
A
国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
で
は
、
世
界

の
大
学
の
教
職

員
に
加
え
て
、

加
盟
大
学
等
の

学
生
た
ち
が
参

加
し
て
学
生
自

身
が
主
役
と
な

る
国
際
会
議
も

同
時
開
催
さ
れ

P

キ 、
ノヤ

A
'

、

る
。
そ
の
際
に
は
、
今
回
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
同

様
の
運
営
を
担
う
学
生
チ
】
ム
と
は
別
に
、
世

界
の
学
生
た
ち
と
議
論
し
、
自
分
た
ち
の
意
見

を
発
表
す
る
学
生
チ
ー
ム
を
成
す
る
こ
と
に

な
る
。
本
学
の
学
生
が
中
心
と
な
っ
た
日
本
の

学
生
チ
ー
ム
が
、
各
国
の
学
生
チ
ー
ム
と
活
発

な
議
、
を
展
開
し
、
世
界
に
向
け
て
意
見
を
発

表
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る

(
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課
)

.
.

.
.

.

,

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ン
パ
ク
ト
・
P
R
M
E
の

ア
シ
ア
会
議
に
て
2
位
入
貝

2
0
1
2
年
口
月
8
e
S
9
日
、
慶
應
義
塾

大
学
に
て
行
わ
れ
た
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
バ

ク
ト
・
P
R
M
E
(
責
任
あ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教

育
原
則
)
の
第
3
回
ア
ジ
ア
会
議
の
一
環
と
し

て
、
 
C
S
R
(
企
業
の
社
会
的
責
任
)
や
社
会
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
国
際
的
ケ
ー
ス
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
本
学
グ
ロ
ー
バ

ル
M
B
A
の
学
生
チ
ー
ム
も
参
加
し
、
全
参
加

フ
チ
ー
ム
中
、
見
事
2
位
を
獲
得
し
た
。
本
学

学
生
チ
ー
ム
は
、
1
年
次
生
6
人
。
多
国
籍
メ
ン

バ
ー
で
、
出
身
地
は
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、

イ
ン
ド
、
フ
ィ
リ
ビ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル
M
B
A
学

生
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
(
多
様
性
)
を
そ
の
ま
ま

反
映
し
て
い
る
。
学
生
が
発
表
し
た
ケ
ー
ス
は
、

「
C
S
R
と
企
業
理
念
の
統
合
に
つ
い
て
一
キ
ヤ

ノ
ン
と
ニ
コ
ン
の
事
例
か
ら
」
で
あ
り
、
詳
細
な

企
業
分
析
と
比
が
評
価
さ
れ
た
。
.
ヘ
ル
ー
出

身
の
グ
ス
タ
ボ
・
タ
ナ
カ
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
准

教
授
が
指
導
に
あ
た
っ
た
。
な
お
、
同
志
社
大
学

は
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
バ
ク
ト
に
、
ま
た
、
同

志
社
ビ
ジ
ネ
ス

国
連
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
パ
ク
ト
・

P
R
M
E
に
加

盟
し
て
い
る
。

コ
ン
ぺ
前
日

の
8
日
に
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
M
B
A

の
馨
・
研
究
等

に
つ
い
て
近
藤

ま
り
グ
ロ
ー
バ

ル
M
B
A
コ
ー
ス
長
が
講
演
し
、
革
新
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
容
で
あ
る
と
多
く
の
称
賛
を
得
た

ま
た
、
そ
の
流
れ
を
受
け
て
、
Ⅱ
日
に
は
、
国
連
の

P
R
M
E
の
へ
ッ
ド
で
あ
る
ジ
ョ
ナ
ス
・
ハ
ー
ト

ル
氏
が
急
趨
、
同
志
社
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
】
ル
を
訪

問
。
グ
ロ
ー
バ
ル
M
B
A
の
教
員
・
学
生
に
対
し

て
、
り
オ
+
卯
の
成
果
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
、
 
P
R
M
E
の
活
動
等
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
っ
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

2
0
1
2
開
催

2
0
1
2
年
Ⅱ
月
Ⅱ
日
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
第
玲
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
し
た
。

昨
年
同
様
、
在
学
生
と
卒
業
生
に
ょ
る
実
行

委
員
会
を
設
置
し
、
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

卒
業
生
と
在
学
生
が
つ
な
が
る
機
会
に
し
た

い
」
と
知
恵
を
絞
り
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま

で
行
っ
た
。

(
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
)

伯

ス
ク
ー
ル
は

パス

、


